
島根県における湖沼水質保全のための取組事例

宍道湖・中海の水質保全計画

　宍道湖・中海は、平成元年度に「湖沼水質特別措置法（湖沼法）」に基づく指定湖沼となり、水質の汚濁に関係

があると認められた地域を指定地域（宍道湖・中海の集水域）として指定されました。現在まで、6期30年にわたり

湖沼水質保全計画を策定し､下水道の整備等の水質保全事業や、工場・事業場からの排水規制、農地、市街地等

の非特定汚染源からの流出負荷削減対策を総合的かつ計画的に推進してきました。

　この結果、湖へ流入する汚濁負荷量は着実に減少しているものの、未だ環境基準の達成には至っていません。

　このため、第７期の「宍道湖及び中海に係る湖沼水質保全計画」を定め、国、関係市町、県民、企業及びＮＰＯ

などの皆様にも理解と協力をいただいて、水質保全対策を推進します。
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○湖沼水質保全計画の概要
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○宍道湖流域下水道の概要
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○高度処理

　平成元年に宍道湖・中海は湖沼水質保全特別措置法（湖沼法）の指定を受け、翌年には､宍道湖・中海湖

沼水質保全計画の策定と水質汚濁防止法の上乗せ排水基準強化が図られました。

　一般に標準活性汚泥法と呼ばれる普通の下水処理法では､有機性汚濁物質は90%以上除去できますが､

窒素やリンは40%程度しか除去できません。

　そこで、宍道湖東部浄化センターでは、更なる窒素やリンの除去を目的として、既存の施設の改造と増設

を行い、平成6年度から高度処理施設の運転を開始しました。その後、リン除去の安定化と再資源化を図る

ために、造粒脱リン装置を建設し、平成10年度から運転しています。
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